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認知症対応型共同生活介護 

介護予防認知症対応型共同生活介護 

グループホームすみちゃんの家 運営規程 

 
第１条（事業の目的） 

１ 事業者は利用者に対して、介護保険法令の趣旨に従って、利用者が、共同生活住居にいて、

家庭的な環境と地域住民との交流のもとで入浴、排泄、食事等の介護その他の日常生活上の世話

及び機能訓練を行うことにより、利用者がその有する能力に応じ自立した日常生活を営むことが

できるよう、各種サービスを提供することを目的とします。 

 

第２条（運営の方針） 

１ 居宅における生活への復帰が可能な場合には復帰を念頭に置き、その他の場合には、生活の

場として認知症高齢者の特性に配慮した住みよい住環境を提供し、利用者の自主性の尊重を基本

として、利用者が明るく心豊かな生活ができるよう、相談・助言の援助、食事の提供、入浴設備

の提供、また利用者がその有する能力に応じ、自立した生活を営むことが出来るように万全を期

することを基本方針とします。 

 

第３条（従業員の職種、員数及び職務内容） 

１ 勤務する職員の職種、員数及び勤務内容は以下の通りとします。 

職種 員数 職務内容 

管理者 １名以上 職員の管理及び業務の管理を一元的に行います。 

計画作成担当者 １名以上 
利用者や家族の相談に応じるとともに、適切な個別介護計画を

作成し、医療・保健各関係機関との連絡・調整を行います。 

介護職員 ５名以上 
個別介護計画書に基づき、日常生活上を営む上で必要な支援を

行います。 

 

第４条（利用定員） 

１ 事業の利用定員は９名とします。 

 

第５条（利用の対象者） 

１ グループホームすみちゃんの家を利用できる方は、次の各号に該当する方に限ります。 

（１）東松島市に住所のある方。 

（２）要支援２から要介護５までで医師より認知症の診断を受けている比較的状態の安定してい

る方。 

（３）医療等の連続的な治療の必要がない方。また、医療機関外においても、連続して医療・看

護処置の必要のない方。 

（４）集団での生活に影響する自傷他害・自殺願望・行動異常等の精神症状の見られない方。 
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（５）家庭的環境・馴染みのある少人数での生活によって認知症の進行を遅らせたり、認知症に

伴う生活障害が緩和されると考えられる方。 

２ 入居後に状態が変化し前項に該当しなくなった場合には、退去して頂くことがあります。 

 

第６条（介護の内容） 

１ 本事業所は、利用者の個人情報を考慮したうえで、その特性に応じ、次の各号によりサービ

スを提供します。 

（１）利用者の認知症の進行を緩和し安心して日常生活を営むことが出来るよう適切に行いま

す。 

（２）利用者の心身の状況に応じ、利用者がそれぞれの役割を持って家庭的な環境の下で日常生

活を送ることができるよう、利用者の自立支援と日常生活の充実に資するため、適切な技術を持

って行います。 

（３）利用者の趣味または嗜好、習慣等に応じた活動を支援致します。 

（４）利用者の食事その他の家事等は、利用者の心身の状態に応じて利用者と共同で行うように

努めます。 

（５）利用者または家族等が、利用者が日常生活を営む上で必要な行政機関に対する手続きを行

う事が困難な場合は、その者の同意を得た上で、当該手続きの代行を行います。 

（６）介護職員は本体施設にいる看護職員と協力し、協力医療機関等との連携を密にし、利用者

の健康管理に努めます。 

 

第７条（利用料） 

１ 事業所が提供する認知症共同生活介護の利用料は、介護報酬の告示上の額とし、法定代理受

領サービスであるときは、厚生労働大臣が定める負担割合の支払いを受けるものとします。な

お、法定受領以外の利用料については、介護報酬の告示の額とします。 

２ 次に揚げる項目については、別に利用料の支払いを受けるものとします。 

 １日につき １カ月につき（３０日） 

食糧材料費 １，４００円（おやつ代ふくむ） ４２，０００円 

家賃 １，７００円 ５１，０００円 

水道光熱費 － ５，５００円 

教養娯楽費 － ５００円 

共益費 

（共有部分の電気・

水道代、洗濯洗剤

等） 

５００円 １５，０００円 

合計 ３，６００円 １１４，０００円 

３ その他、医療費、オムツ代、理美容代金、新聞、クリーニング等につきましては、別途実費負

担となります。その他、個人で必要な物品の購入は自己負担となります。 

４ １１月から翌３月までは、共用暖房費として、月額４，８７０円を加算させて頂きます。 
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５ 介護サービスの提供に関する記録、施設サービスに関する写真等の印刷をおこなった場合、白

黒は１枚１０円、カラーは１枚３０円に実費負担が発生します。 

６ 月の途中における入居または退去については日割り計算とします。（別紙参照） 

７ 利用料の支払いは、当月の利用料金の合計額を請求書にて確認したうえで、翌月２０日まで

に事業所が指定する方法により支払うものとします。 

８ 利用料の支払い方法は、自動引落、振込による支払いのいずれかとし、入居時にその支払い

方法を事業者と利用者またはその家族等で決定するものとします。 

９ 前項の利用料の支払いを受けた時は、介護報酬対応部分とその他の費用を分けて記載した領収

書を交付します。 

１０ 入居時に、保証金として２０万円納入願います。保証金は、居室の転出や退去時に居室内修

繕費及び施設内共有部分における当該利用者様が使用した部分の原状回復にかかる費用に充てさ

せて頂きます。なお、実費負担分を差し引き後、差額は返金致します。 

１１．ご希望により、５万円までは本体施設事務所にて預かり金として管理することができます。

その際は、預かり金管理費として５００円／月を別途頂戴いたします。 

 

第８条（個別介護計画の作成） 

１ 認知症対応型共同生活介護の提供を開始する際には、利用者の心身の状況、希望及びその置か

れている環境並びに家族等介護者の状況を十分に把握し、他の従業者と協議の上、援助目標、当該

目標を達成するための具体的なサービスの内容等を記載した認知症対応型共同生活介護計画を個

別に作成します。 

２ 認知症対応型共同生活介護計画の作成に当たっては、地域における活動への参加の機会の提供

等により、利用者の多様な生活の確保に努めます。 

３ 認知症対応型共同生活介護計画の作成に当たっては、その内容について利用者及び家族等に対

して説明し、利用者及び家族等の同意を得、交付します。 

４ 利用者に対し、認知症対応型共同生活介護計画に基づいてサービスを提供するとともに、継続

的なサービスの管理、評価を行います。 

５ 認知症対応型共同生活介護計画の作成後においても、常に認知症対応型共同生活介護計画の実

施状況及び利用者の状態の変化の観察を行い、必要に応じて認知症対応型共同生活介護計画の変更

を行います。 

６ 認知症対応型共同生活介護計画の目標及び内容については、利用者及び家族等に説明を行うと

ともに、その実施状況や評価についても説明を行い記録いたします。 

 

第９条（緊急時における対応方法） 

１ 認知症対応型共同生活介護の提供中に利用者に病状の急変、その他緊急事態が生じた時には、

速やかに主治医や協力医療機関等に連絡する等の必要な措置を講じます。 

２ 認知症対応型共同生活介護により事故が発生した場合は、当該利用者の家族等、東松島市に連

絡するとともに必要な措置を講じます。 

３ 認知症対応型共同生活介護により事故が発生した場合は、その事故の状況及び事故に際してと
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った処置について記録します。 

４ 事故が生じた際には、その原因を解明し再発防止の対策を講じます。 

５ 認知症対応型共同生活介護により賠償すべき事故が発生した場合には、損害賠償手続きを速や

かに行います。 

 

第１０条（衛生管理） 

１ 認知症対応型共同生活介護の提供に当たり、必要な設備、備品等は衛生的に管理します。 

２ 食中毒やインフルエンザ、感染性胃腸炎等の季節ごとの感染症の施設内蔓延を予防するため、

適切な措置を講じ、必要に応じ保健所の助言、指導を受けるものとします。 

第１１条（非常災害対策） 

１ 消防法の規程に基づく消防計画及び風水害、地震等の災害に対処するための計画を策定

し、職員並びに利用者が参加する消火、通報又は訓練を少なくとも年２回以上実施するもの

とします。 

２ 消防法の規程に基づく消防用設備及び風水害、地震等の災害に際して、必要な設備を設

けるものとする。また、防災設備等の自主点検を定期的に実施するものとします。 

３ 利用者は、健康上または防災等の緊急事態の発生に気がついた場合は、ナースコール等

のもっとも適切な方法で、施設職員に事態の発生を知らせるものとします。 

 

第１２条（身体拘束の禁止） 

１ サービス提供にあたり、利用者または他の利用者の生命または身体を保護するため緊急

やむを得ない場合を除き、身体拘束その他の行動を制限する行為は行いません。なお、やむ

を得ずに行う場合には、事前連絡または事後に速やかに御家族等に報告し同意を得るととも

にその対応及び時間、その際の利用者の心身の状況、緊急やむを得ない理由をサービス提供

記録に記載します。 

 

第１３条（苦情処理） 

１ 利用者または家族等からの苦情には迅速かつ適切に対応し、苦情への対応策を講じるととも

に、その内容、経過について記録に残します。 

２ 苦情に関して東松島市や国民健康保険団体連合会等の調査、指導、指示があった場合には協

力し従うものとします。 

 

第１４条（秘密保持） 

１ 事業所のサービス提供を行う職員また、職員であった者についても、業務上知り得た利

用者またはその家族の秘密を保持することに努めます。 

 

第１５条（運営推進会議） 
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１ 利用者、東松島市職員、地域住民の代表者、事業者は運営推進会議を定期的に開催し、事業

者が提供するサービス内容等を明らかにすることにより、地域との連携が確保され、かつ地域に

開かれたサービスとすることでサービスの質の確保を図ります。 

 

第１６条（研修） 

１ 事業者は職員の資質の向上のため研修の機会を次の通り確保することとします。 

（１）採用時研修・・・採用時２日間 

（２）継続研修・・・職員の職種、経験、スキルに応じ随時 

 

第１７条（記録や情報の管理、開示について） 

１ 事業者は関係法令に基づいて、利用者の記録や情報を適切に管理し、利用者の求めに応

じてその内容を開示します。開示に際して必要な複写などの諸費用は利用者の負担となりま

す。 

記録の保存期間は、サービス提供完了日から５年間です。閲覧・複写が出来る窓口業務時間

は午前９時から午後５時となっております。 

※本事業所における記録の項目は次の通りです。 

（１）個別支援計画 

（２）サービス提供の具体的な内容 

（３）やむを得ず身体拘束等を行った場合の状況や緊急やむを得ない理由など 

（４）利用者からの苦情の内容 

（５）事故の状況および事故に際しての対応 

 

第１８条（その他運営に関する重要事項） 

１ この規程に定める事項の他、運営に関する重要事項は社会福祉法人ことぶき会ケアハウスは

まなすの里と事業所との協議に基づいて定めるものとします。 

 

 

附則 この運営規程は、平成２６年５月１日から施行する 

附則 この運営規程は、平成２７年４月１日から施行する 

附則 この運営規程は、平成２９年９月１日から施行する 

附則 この運営規程は、平成３０年６月１日から施行する 

附則 この運営規程は、令和２年４月１日から施行する 

附則 この運営規程は、令和３年４月１日から施行する 

附則 この運営規程は、令和４年１０月１日から施行する 


